
３
か
す
か
な
自
由

４
デ
ィ
レ
ン
マ

第
四
節
両
立
可
能
論
か
ら
の
反
論

１
他
行
為
の
封
鎖

２
現
実
系
列

第
五
節
到
達
点

１
意
味
的
他
行
為
可
能
性

２
期
待
可
能
性

３
な
に
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か

４
理
由
能
力

自
由
で
な
け
れ
ば
責
任
は
な
い
。

必
要
条
件
で
あ
る
自
由
と
は
何
か
。

他
行
為
可
能
性
は
責
任
の
必
要
条
件
で
は
な
い

第
一
節
出
発
点

１
ロ
ッ
ク

２
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト

第
二
節
全
体
地
図

１
古
典
的
対
立
軸
と
現
代
的
対
立
軸

２
両
立
不
可
能
論
の
二
つ
の
根
拠

３
他
行
為
不
可
能
性
論

第
三
節
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
批
判

１
個
別
性
と
普
遍
性

２
論
点
先
・
取

第
一
節
出
発
点

自
由
は
責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
よ
い
。
問
題
は
、
こ
こ
か
ら
先
で
あ
る
。
責
任
の

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

瀧

川
裕
英

三
一
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２
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川） 説

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
「
他
行
為
可
能
性
」
と
答
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
山
口
厚
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
行
為
者
が
現
認
０
－１

実
に
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
違
法
行
為
を
避
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
他
行
為
可
能
性
）
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
非
難
可
能
性
Ⅱ
責
↑５

任
を
認
め
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
（
あ
る
い
は
、
他
行
為
可
能
性
が
な
い
場
合
に
は
、
非
難
可
能
性
Ⅱ
責
任
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
側

（
１
）

雑

い
）
」
（
山
口
画
っ
ミ
ミ
、
括
弧
内
原
文
）
。
本
稿
で
私
が
示
す
の
は
、
こ
の
解
答
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

法

９
も
、
６
℃

ど
う
●
し
よ
う
も
な
か
っ
た
こ
と
、
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
は
な
い
、
と
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
●
り
、
他
行
為

可
能
性
原
理
は
真
で
あ
る
と
一
般
に
は
信
一
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
、
卜
は
、
こ
の
他
行
為
可
能
性
原
理
が
偽
で

あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
主
張
を
正
当
化
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
・
ク
フ
ァ
ー
ト
が
援
用
す
る
の
が
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
（
司
罵
一
旦
一
一
一
堅
言
芹

こ
の
ロ
ッ
ク
の
事
例
で
は
、
男
は
部
屋
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
（
ロ
ッ
ク
さ
れ
）
、
部
屋
を
出
る
自
由
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
屋
に

と
ど
ま
る
こ
と
は
自
発
的
だ
と
評
価
さ
れ
る
。
部
屋
に
と
ど
ま
る
以
外
の
選
択
肢
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
に
、
男
が
部
屋
に
と
ど
ま
る
の

］
④
③
①
》
⑤
）
。

Ｈ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
（
函
胃
ご
両
国
ロ
江
胃
己
は
、
そ
の
有
名
な
論
文
「
他
行
為
可
能
性
と
道
徳
的
責
任
」
に
お
い
て
、
他
行
為

可
能
性
が
道
徳
的
責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
は
ま
ず
、
「
他
行
為
可
能
性
原
理
」
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
（
軍
自
尽
貝
匡
や
宅
菖
）
。

は
、
自
ら
の
意
志
だ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

１
口
ツ
ケ
／

論

〈
℃
ア
で
〉
岳
の
弓
風
月
己
の
ｏ
閉
シ
言
昌
異
の
、
。
閉
置
岸
一
①
の

人
が
自
分
の
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
方
で
行
為
で
き
た
と
き
の
み
で
あ
る

Ｊ
・
ロ
ッ
ク
（
］
◎
言
Ｆ
ｏ
烏
の
）
は
『
人
間
知
性
論
』
で
次
の
よ
う
な
有
名
な
例
を
挙
げ
た
（
Ｐ
Ｒ
丙
①
忘
宕
さ
・
凶
・
己
）
。

こ
の
ロ
ッ
ク
の
事
例
を
巧
妙
な
仕
方
で
改
変
し
、
現
代
に
蘇
ら
せ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
で
あ
る
。

あ
る
男
が
、
寝
て
い
る
最
中
に
、
一
つ
の
部
屋
へ
と
運
び
込
ま
れ
た
。
そ
の
部
屋
に
は
、
そ
の
男
が
か
ね
が
ね
会
っ
て
話
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
人
が
い
る
。
そ
の
男
は
、
そ
の
部
屋
に
厳
重
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
へ
そ
の
部
屋
か
ら
出
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

男
は
目
を
覚
ま
し
、
自
分
の
憧
れ
だ
っ
た
人
と
一
緒
に
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
喜
ん
だ
。
そ
の
男
は
、
自
ら
の
意
志
で

（
三
匡
信
々
）
そ
の
部
屋
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
部
屋
を
出
て
行
く
よ
り
も
部
屋
に
と
ど
ま
る
ほ
う
を
選
ぶ
。
こ
の
事
例
に
つ
い

て
、
私
は
次
の
よ
う
に
問
い
た
い
。
こ
の
よ
う
に
部
屋
に
と
ど
ま
る
の
は
、
自
発
的
（
ぐ
ｏ
盲
口
冨
ご
）
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
自
発

的
だ
と
い
う
こ
と
を
、
誰
も
疑
わ
な
い
と
私
は
思
う
。
し
か
も
、
厳
重
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と

は
そ
の
男
の
自
由
言
写
田
ご
）
で
は
な
い
、
つ
ま
り
立
ち
去
る
自
由
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

Ｘ
は
Ｙ
を
殺
し
た
い
と
以
前
か
ら
考
え
て
い
た
。
あ
る
時
点
ｔ
で
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
し
て
Ｙ
を
殺
し
た
（
ａ
）
。

し
か
し
実
は
、
Ｚ
も
Ｙ
に
死
ん
で
ほ
し
い
と
以
前
か
ら
考
え
て
い
た
。
た
だ
、
Ｚ
は
自
分
で
手
を
か
け
る
こ
と
は
避
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
む
し
ろ
、
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
Ｚ
は
、
あ
る
方
法
（
特
殊
な
催
眠
術
、
特
殊

６

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
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装
置
の
脳
へ
の
埋
め
込
み
な
ど
）
を
使
っ
て
、
あ
る
時
点
ｔ
で
も
し
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
そ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
Ｙ
を
殺
そ
う
と
い
う
意
志

が
Ｘ
に
生
じ
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
（
ｂ
）
。
．
．

論他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

こ
の
例
は
、
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
（

次
の
二
つ
の
こ
と
が
同
時
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
方
で
行
為
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

富
津
冠
）
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
し
た
こ
と
に
責
任
が
あ
る
（
両
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
に
挙
げ
た
他
行
為
可
能
性
原
理
（
勺
シ
桐
）

は
偽
と
な
る
（
図
１
参
照
）
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
が
一
九
六
九
年
の
論
文
で
こ
の
反
例
を
提
示
し
て
以
来
、
他
行
為
可
能
性
が
道
徳
的
責
任
の

必
要
条
件
か
否
か
と
い
う
問
い
は
、
こ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
論
文
公
表
後
既
に
四
○
年
に
な

ろ
う
と
す
る
が
、
現
在
で
も
英
米
の
哲
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
は
毎
号
の
よ
う
に
関
連
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
熱
い
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。

５

こ
の
よ
う
に
、
古
典
的
な
議
論
は
決
定
論
の
真
偽
や
自
由
意
志
の
存
否
そ
れ
自
体
を
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
中
、
心
的
『１

論
点
は
、
決
定
論
と
自
由
意
志
の
関
係
で
あ
る
。
「
両
立
可
能
論
（
８
己
冨
号
一
一
一
の
日
）
」
は
〈
決
定
論
と
自
由
意
志
は
両
立
す
る
〉
と
主
宰

、
、

、
ｊ

張
す
る
の
に
対
し
、
「
両
立
不
可
能
論
（
旨
８
日
冨
号
一
房
日
）
」
は
〈
決
定
論
と
自
由
意
志
は
両
立
し
な
い
〉
と
主
張
す
る
。
現
在
の
議
論
配雑

の
対
立
軸
は
、
両
立
可
能
論
と
両
立
不
可
能
論
の
対
抗
に
あ
る
。

法

誤
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
状
況
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
一
般
に
「
自
由
意
志
問
題
（
ｓ
の
言
の
重
畠
冒
○
宮
の
日
）
」
と
称
さ
れ
る
問
題
は
、
「
決
定
論

（
量
の
『
昌
号
目
）
」
対
「
自
由
意
志
論
（
与
婁
農
昌
の
日
）
」
の
対
立
軸
を
め
ぐ
る
も
の
と
し
て
古
典
的
に
は
描
か
れ
て
き
た
。
こ
の
対

立
軸
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
因
果
的
決
定
論
が
真
か
偽
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

因
果
的
決
定
論
と
は
、
〈
世
界
の
出
来
事
は
す
べ
て
、
そ
れ
以
前
の
出
来
事
と
自
然
法
則
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
〉
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
決
定
論
者
は
、
〈
因
果
的
決
定
論
は
真
で
あ
り
、
自
由
意
志
は
存
在
し
な
い
〉
と
主
張
す
る
。
決
定
論
に
よ
れ
ば
、
人
間
の

行
為
は
環
境
・
性
格
・
遺
伝
子
な
ど
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
自
由
は
幻
想
に
過
ぎ
な
い
。
行
為
が
決
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
通
常

の
意
味
で
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
自
由
意
志
論
者
は
、
〈
因
果
的
決
定
論
は
偽
で
あ
り
、
自
由
意
志
は
存
在
す

る
〉
と
主
張
す
る
。
自
由
意
志
論
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
意
志
が
自
由
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
逆
に
、
決
定
論
的
世
界
観
の
ほ
う
が

１
古
典
的
対
立
軸
と
現
代
的
対
立
軸

〈
刀
〉
宛
①
砦
呂
の
言
一
一
弓

〈
之
ア
で
〉
ｚ
ｏ
諺
毒
の
門
口
呉
一
ぐ
の
も
◎
の
の
ぎ
監
嘩
の
の

説

Ｘ
は
Ｙ
を
殺
し
た
こ
と
に
責
任
が
あ
る

巳

な
ぜ
な
ら
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
し
て
Ｙ
を
殺
し
た
（
ａ
）
か
ら
で
あ
る
。

Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
を
な
し
え
な
か
っ
た

な
ぜ
な
ら
、
仮
に
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
そ
う
と
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
Ｚ
の
使
う
方
法
に
よ
っ
て
、
Ｙ
を
殺
そ

う
と
い
う
意
志
が
Ｘ
に
生
じ
、
Ｙ
を
殺
し
た
だ
ろ
う
（
ｂ
）
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節
全
体
地
図

（
卑
目
尽
日
計
一
の
８
巨
員
輿
①
菌
口
巨
①
）
」
と
呼
ば
れ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
は
、

四五

図１フランクファートの反例

ａ

ｂ
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〈
ロ
ヱ
ア
で
〉
己
興
国
日
亘
の
日
一
日
ｇ
の
の
冒
○
巴
篇
目
畳
ぐ
の
ロ
ｏ
の
の
ぎ
屋
号
の

決
定
論
が
真
で
あ
れ
ば
、
人
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
方
で
行
為
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
ｅ
↓
ｚ
シ
逗

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川） 説

で
き
な
い
。

両
立
不
可
能
論
の
第
二
の
論
拠
は
、
機
械
論
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
が
自
分
の
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
と
き
、
パ
ソ
コ
ン
に
対
し
て
責
任

を
問
う
の
は
的
外
れ
で
あ
る
。
機
械
に
対
し
て
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮
に
決
定
論
が
真
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
の
行
為
も
欲

求
や
信
念
（
あ
る
い
は
脳
の
状
態
）
と
自
然
法
則
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
人
間
も
機
械
で
あ
り
、
責
任
を
問
う
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

３
他
行
為
不
可
能
性
論

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
が
照
準
を
定
め
る
の
は
、
両
立
不
可
能
論
を
支
え
る
第
一
の
論
拠
で
あ
る
他
行
為
不
可
能
性
論
で
あ
る
。

他
行
為
不
可
能
性
論
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
、
決
定
論
と
責
任
の
両
立
不
可
能
性
を
主
張
す
る
。

２
両
立
不
可
能
論
の
二
つ
の
根
拠

両
立
不
可
能
論
は
、
大
別
す
れ
ば
二
つ
の
論
拠
を
持
つ
。
第
一
は
、
他
行
為
不
可
能
性
論
で
あ
る
。
ほ

か
に
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
こ
と
や
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
未
来
が
多
様
な
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
中
で
、
特
定
の
選
択
肢
を
選
択
し
た
こ
と
に
責
任
の
根

拠
が
あ
る
。
仮
に
未
来
が
過
去
と
同
じ
よ
う
に
一
義
的
に
確
定
し
て
い
る
な
ら
ば
、
責
任
を
問
う
こ
と
は

（
２
）

こ
の
現
在
の
対
立
軸
に
即
し
て
い
え
ば
、
決
定
論
も
自
由
意
志
論
も
両
立
不
可
能
論
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
特
に
〈
決
定
論
が
真
で
あ
る
以
上
自
由
意
志
は
存
在
し
な
い
〉
と
主
張
す
る
従
来
の
決
定
論
は
、

今
や
「
硬
い
決
定
論
（
彦
胃
Ｑ
号
言
昌
昌
の
ｇ
）
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
〈
決
定
論
が
真
で
あ
っ

た
と
し
て
も
自
由
意
志
は
存
在
す
る
〉
と
主
張
す
る
両
立
可
能
論
は
、
「
柔
ら
か
い
決
定
論
（
ｇ
沖

量
角
言
昌
の
日
）
」
と
俗
称
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
従
来
対
立
し
て
き
た
決
定
論
と
自
由
意
志
論
は
、
両
立

可
能
論
に
対
し
て
共
同
戦
線
を
張
る
。

こ
の
理
論
状
況
を
図
示
す
れ
ば
、
下
の
よ
う
に
な
る
（
表
１
参
照
）
。

つ
ま
り
他
行
為
不
可
能
性
論
は
、
ロ
ョ
シ
勺
と
他
行
為
可
能
性
原
理
弓
シ
宅
）
の
一
一
つ
の
前
提
か
ら
、
責
任
と
決
定
論
の
両
立
不
可
能

論
を
導
出
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
は
、
他
行
為
可
能
性
原
理
（
宅
シ
垣
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
両
立
不

（
３
）

可
能
性
（
己
を
否
定
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
他
行
為
不
可
能
性
論
を
否
定
し
、
逆
に
両
立
可
能
論
を
擁
護
す
る
。

ロ
ｚ
諺
弔
と
勺
シ
、
よ
り
、

論

〈
万
ア
℃
〉

人
が
自
分
の
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
を
負
う
の
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
方
で
行
為
で
き
た
と
き
の
み
で
あ
る
（
詞
ｌ
ｖ
ｊ

ｚ
シ
ヱ

〈
門
〉
胃
巨
○
○
『
ご
己
四
は
す
』
詳
冒

決
定
論
が
真
で
あ
れ
ば
、
人
は
自
分
の
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
を
負
わ
な
い
ｅ
↓
Ｊ
閃
）

七

一
一
一
一
ハ

表１問題状況
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他
行
為
可
能
性
原
理
が
真
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
両
立
不
可
能
論
者
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
が
抱
え
る
様
々
な
問
題

（
４
）

点
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
批
判
を
一
二
つ
に
区
分
し
て
検
討
し
よ
う
。

論 説

２
論
点
先
取

第
二
の
批
判
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
が
論
点
先
取
だ
と
す
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
に
お
い
て
、
あ
る
時
点
ｔ
で
Ｘ

は
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
し
て
Ｙ
を
殺
し
た
。
だ
が
、
決
定
論
が
真
で
あ
れ
ば
、
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
す
こ
と
は
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
を
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
富
津
垣
。
し
か
も
そ

の
理
由
は
、
Ｚ
が
特
殊
な
方
法
を
使
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
決
定
論
が
真
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
八
両
立
可
能
論
者
は
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
し
た
こ
と
に
責
任
が
あ
る
〉
（
巴
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
論
点
先
取
で
あ
り
、

両
立
不
可
能
論
者
に
は
説
得
力
を
持
た
な
い
。
両
立
不
可
能
論
者
は
む
し
ろ
逆
に
、
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
し
た
こ
と
に
責
任
が
な
い
〉
（
ｊ
巴

と
い
う
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
決
定
論
が
真
で
あ
れ
ば
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
す
こ
と
は
決
定
さ
れ
て
お
り
、
行
為
が
決
定
さ
れ
て
い
て
他
行
為
可

能
性
が
な
け
れ
ば
責
任
は
な
い
、
と
い
う
の
が
両
立
不
可
能
論
者
の
主
張
だ
か
ら
で
あ
る
（
も
シ
両
）
。

要
す
る
に
、
決
定
論
が
真
で
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
し
た
こ
と
に
責
任
が
あ
る
〉
（
両
）
と
い
う
の

は
論
点
先
取
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
決
定
論
が
真
で
あ
る
と
き
に
責
任
が
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
自
体
両
立
可
能
論
者
が
論
証

す
べ
き
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
〈
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
し
た
こ
と
に
責
任
が
あ
る
〉
角
）
と
は

い
え
ず
、
他
行
為
可
能
性
原
理
は
反
駁
き
れ
な
い
ま
ま
生
き
残
る
。

こ
の
よ
う
な
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
両
立
可
能
論
は
二
つ
の
対
応
策
を
持
つ
。
第
一
の
対
応
策
は
、
決
定
論
が
真
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
せ
ず
に
議
論
を
進
め
る
方
法
で
あ
る
（
成
田
四
ｓ
餐
麗
）
。
仮
に
決
定
論
が
偽
で
あ
っ
た
と
し
て
も
フ
ラ
ン
ク

フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
他
行
為
可
能
性
原
理
が
否
定
さ
れ
る
と
い
え
れ
ば
、
両
立
可
能
論
に
と
っ
て
は
十
分
で
あ
る
。
第
二
の
対
応
策
は
、

う
と
す
る
と
、
結
局
ｐ
後
で
検
討
す
る
第
三
の
批
判
へ
と
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
の
批
判
は
、
責
任
の
対
象
に
照
準
を
据
え
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
が
、
個
別
的
・
具
体
的
な
出
来
事
と
一
般
的
・
抽
象
的

な
出
来
事
を
混
同
し
て
い
る
と
す
る
（
ぐ
営
冒
尋
岳
ｇ
岳
易
）
。
そ
も
そ
も
、
あ
る
人
に
責
任
が
あ
る
と
い
え
る
の
は
、
抽
象
的
な
出
来

事
で
は
な
く
、
具
体
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
い
え
ば
、
〈
Ｘ
が
自
分
で
決
意
し
て
Ｙ
を
殺
し
た
〉
と
い
う

具
体
的
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
Ｘ
は
責
任
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
出
来
事
と
、
〈
Ｚ
が
仕
組
ん
だ
特
殊
な
装
置
に
よ
り
、
Ｙ
を

殺
そ
う
と
い
う
意
志
が
Ｘ
に
生
じ
、
そ
の
結
果
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
し
た
〉
と
い
う
出
来
事
は
、
全
く
別
の
出
来
事
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
二
つ

の
出
来
事
は
、
〈
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
し
た
〉
と
い
う
抽
象
的
な
次
元
で
は
同
一
の
出
来
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
次
元
で
は
全
く
異
な

る
出
来
事
で
あ
る
。
責
任
と
は
あ
く
ま
で
具
体
的
な
次
元
で
問
題
と
な
る
以
上
、
他
行
為
が
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
も
個
別
具
体
的
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
具
体
的
に
検
討
す
れ
ば
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
を
な
し
え
な
か
っ
た
倉
諺
宅
）
と
は
い
え
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｘ
に
は
、
自
分
で
決
意
し
て
Ｙ
を
殺
す
か
、
特
殊
な
装
置
に
よ
り
意
志
が
生
じ
て
Ｙ
を
殺
す
か
、
と
い
う
二
つ
の
異
な

る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
瀧
川
四
宕
曾
国
）
の
で
、
再
論
し
な
い
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
こ
の
第
一

の
批
判
は
、
行
為
の
個
別
化
基
準
や
責
任
の
対
象
に
つ
い
て
問
題
あ
る
前
提
に
依
拠
し
て
い
る
し
、
こ
の
批
判
の
趣
旨
を
最
大
限
生
か
そ

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

１
個
別
性
と
普
遍
性 第

三
節
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
批
判

九 八
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他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川） 説

そ
こ
で
、
両
立
可
能
論
者
は
、
Ｘ
が
〈
Ｙ
を
殺
そ
う
と
し
な
い
〉
と
は
、
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
と
自
ら
決
意
す
る
〉
こ
と
で
は
な
く
、
〈
Ｘ

が
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
だ
と
理
解
す
る
。
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
ざ
な
い
兆
候
と
し
て
、
例
え
ば
Ｘ
が
特
定
の
仕
方
で
赤
面
す
る
の

で
あ
れ
ば
（
あ
る
い
は
特
定
の
仕
方
で
唾
蕊
す
る
の
で
あ
れ
ば
）
、
Ｚ
は
Ｘ
が
特
定
の
仕
方
で
赤
面
し
た
と
き
に
（
あ
る
い
は
特
定
の
仕

方
で
唾
蕊
し
た
と
き
に
）
特
殊
装
置
が
作
動
す
る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
よ
い
。

し
か
も
、
Ｘ
が
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
は
、
決
意
と
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
れ
は
？
赤
面
や
痩
箪
の
よ
う
に
、
意
図
的
で
は

決
定
論
が
真
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
論
点
先
取
を
避
け
る
方
法
で
あ
る
（
司
雲
の
こ
つ
畠
笥
）
。
仮
に
決
定
論
が
真
で
あ
る

と
し
よ
う
。
そ
の
と
き
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
Ｘ
に
Ｙ
を
殺
し
た
責
任
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
理
由
は
Ｘ
に
他
行
為
可
能
性

が
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
、
と
両
立
可
能
論
は
主
張
で
き
る
。
第
一
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
第
四
節
１
で
、
第
二
の
対
応
策
に
つ
い
て

は
第
四
節
２
で
、
そ
れ
ぞ
れ
展
開
す
る
。

、
、

な
い
身
体
の
変
化
で
あ
り
う
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
兆
候
を
示
す
こ
と
を
、
他
決
意
可
能
性
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
困
難

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
決
意
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
浅
田
和
茂
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
に
他
行
為

可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
浅
田
邑
富
函
誤
）
。
つ
ま
り
、
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
が
、
他
行
為
可
能
性

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
は
、
赤
面
や
痩
筆
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
行
為
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
は
、
他
行
為
可
能
性
と
は
い
え
な
い
。

両
立
可
能
論
者
で
あ
る
Ｊ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
］
ｏ
言
冨
胃
言
司
雲
国
）
は
、
こ
の
応
答
を
さ
ら
に
敷
桁
す
る
。
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候

を
示
す
〉
こ
と
を
責
任
の
必
要
条
件
と
す
る
の
は
、
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
貧
弱
な
自
由
に

よ
っ
て
責
任
を
基
礎
付
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ラ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
依
拠
す
る
自
由
を
「
か
す
か
な
自
由

践
呉
角
呉
時
①
①
９
日
」
と
郷
撤
す
る
。
決
意
と
は
ほ
ど
遠
い
「
か
す
か
な
自
由
」
が
あ
る
と
、
な
ぜ
責
任
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
む

し
ろ
、
責
任
が
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
「
実
質
的
な
（
ｇ
言
巽
）
」
自
由
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
（
固
の
言
二
毛
領
軍
需
国
筈
閏

画
つ
つ
、
函
』
（
）
）
。

第
三
の
批
判
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
も
、
あ
る
種
の
他
行
為
可
能
性
が
存
在
し
て
い
る
と
す
る
。
例
え
ば
中
島
義
道
は
、

マ
マ

フ
ラ
ン
ク
フ
ア
ー
ト
を
批
判
し
て
い
う
。
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
議
論
は
他
行
為
可
能
性
を
否
定
し
な
が
ら
、
そ
の
前
の
段
階
で
「
他
決

心
可
能
性
」
と
い
う
や
は
り
一
種
の
他
行
為
可
能
性
を
認
め
て
い
る
」
（
中
島
四
ｓ
要
瑳
）
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
Ｘ
が
〈
Ｙ
を
殺
そ
う
と
し
な
い
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
と
い
う
点
に
関
わ

る
。
も
し
こ
れ
が
、
Ｘ
が
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
と
自
ら
決
意
す
る
〉
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
他
決
意
可
能
性
が
存
在
し
、

そ
の
後
い
か
に
特
殊
装
置
が
作
動
し
て
Ｙ
を
殺
そ
う
と
い
う
意
志
が
Ｘ
に
生
じ
た
と
し
て
も
、
Ｘ
に
Ｙ
を
殺
し
た
責
任
は
な
い
こ
と
に
な

論

３
か
す
か
な
自
由

第
三
の
批
判
は
、

４
デ
ィ
レ
ン
マ

こ
の
よ
う
な
両
立
可
能
論
か
ら
の
応
答
に
対
し
て
、
Ｄ
・
ウ
ィ
ダ
カ
ー
ｅ
四
ぐ
昼
雲
昼
の
島
国
）
は
自
由
意
志
論
の
立
場
か
ら
、
更
な
る

批
判
を
展
開
し
た
（
乏
昼
の
島
①
己
謡
、
）
。
問
題
は
、
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
こ
と
と
、
〈
Ｙ
を
殺
ざ
な
い
と
決
意
す
る
〉
こ
と
の

関
係
で
あ
る
。
仮
に
前
者
が
後
者
を
因
果
的
に
決
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
、
Ｙ
を
殺
す
こ
と
は
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
自

由
意
志
論
か
ら
す
れ
ば
、
Ｘ
に
責
任
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
に
は
、
先
に
挙
げ
た
論
点
先
取
の
批
判
が
妥
当
す
る
こ
と

四
○

四
一
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１
他
行
為
の
封
鎖

説
に
な
る
。

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

し
た
が
っ
て
、
両
立
可
能
論
者
は
、
兆
候
と
決
意
の
関
係
を
因
果
的
決
定
で
は
な
い
関
係
と
し
て
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

、
、
、
、
、

〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
す
〉
な
ら
ば
、
多
く
の
場
合
〈
Ｙ
を
殺
さ
な
い
と
決
意
す
る
〉
と
い
う
高
度
な
蓋
然
性
の
関
係
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
Ｙ
を
殺
さ
な
い
兆
候
を
示
し
た
と
し
て
も
、
Ｙ
を
殺
そ
う
と
決
意
す
る
こ
と
が
、
Ｘ
に
は

可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
兆
候
と
決
意
の
関
係
が
因
果
的
決
定
で
は
な
く
な
れ
ば
、
兆
候
と
無
関
係
に
Ｘ
が
決
意
す
る
可
能

性
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
他
決
意
可
能
性
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー

ト
の
反
例
で
、
他
決
意
可
能
性
は
除
去
き
れ
き
っ
て
い
な
い
。

い
ま
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
に
依
拠
す
る
両
立
可
能
論
は
、
深
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
に
直
面
す
る
（
雲
昼
①
島
田
ら
謂
菖
窪
垂

国
巨
①
二
毛
穿
汽
目
①
］
塞
愛
］
嵩
）
。
兆
候
が
決
意
を
因
果
的
に
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
Ｘ
に
責
任
は
な
く
（
ｊ
両
）
、
兆
候
が
決
意
を
因
果

的
に
決
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｘ
に
他
行
為
可
能
性
が
あ
る
（
ｊ
ｚ
シ
屯
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
は
他
行
為

可
能
性
原
理
令
凌
で
）
を
否
定
す
る
の
に
失
敗
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ダ
カ
ー
の
理
解
で
は
、
殺
害
の
よ
う
な
複
雑
な
行
為
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
は
説
得
力
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い

が
、
決
意
・
選
択
・
実
行
の
着
手
と
い
っ
た
「
単
純
な
精
神
的
行
為
（
の
言
画
一
の
日
ｇ
邑
画
昌
目
）
」
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の

、
、

反
例
は
妥
当
し
な
い
（
雲
己
①
房
の
こ
の
誤
”
］
忠
．
言
昼
①
鼻
①
己
宕
四
）
。
こ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
は
、
他
行
為
可
能
性
が
責

、
、

任
の
条
件
で
な
い
こ
と
を
仮
に
示
し
て
い
る
と
し
て
も
、
他
決
意
可
能
性
が
責
任
の
条
件
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

他
行
為
可
能
性
原
理
を
否
定
す
る
た
め
に
、
両
立
可
能
論
者
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
実
に
多
く
の
事
例
の
改
良
が
施
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
メ
レ
と
ロ
ー
ブ
（
シ
寄
巴
詞
冨
①
｝
⑦
目
。
□
画
く
昼
詞
◎
言
）
が
考
案
し
た
特
殊
装
置
は
、
時
点
ｔ
で
Ｙ
を
殺
そ
う
と
す
る
意
志
を
Ｘ

に
生
じ
さ
せ
る
が
、
時
点
ｔ
で
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
し
た
と
き
に
は
全
く
作
動
し
な
い
ｐ
こ
の
場
合
、
他
決
意
可
能
性
は
な
い

（
５
）

け
れ
ど
も
、
責
任
は
あ
る
と
い
え
る
（
言
の
］
①
目
旦
詞
○
ウ
①
］
毛
喫
ご
］
垂
冨
の
一
の
四
己
閃
○
ず
の
画
っ
富
）
。

こ
の
メ
レ
と
ロ
ー
ブ
の
事
例
の
背
景
に
あ
る
発
想
を
徹
底
さ
せ
、
近
時
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ハ
ン
ト
の
「
封
鎖
（
匡
○
の
冨
需
）
」

論
で
あ
る
。
そ
の
議
論
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
（
国
目
己
ｇ
ｅ
ｏ

Ｄ
・
ハ
ン
ト
（
ロ
豊
丘
国
巨
員
）
の
理
解
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
に
は
決
定
的
な
難
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
反
事
実
的
介

入
者
（
８
目
貫
詩
。
言
巴
言
①
吋
ぐ
①
巨
角
）
」
の
存
在
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
に
は
、
仮
に
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
そ
う
と
し
な
け
れ
ば

Ｘ
に
殺
意
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
介
入
者
（
催
眠
術
師
・
脳
外
科
医
な
ど
）
が
登
場
す
る
。
実
際
に
は
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
す

る
の
で
、
こ
の
介
入
者
が
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
介
入
者
は
反
事
実
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ァ
ー
ト
の
反
例
は
、
〈
仮
に
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
そ
う
と
し
な
け
れ
ば
〉
と
い
う
反
事
実
的
条
件
法
を
内
在
さ
せ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
他
決
意

可
能
性
あ
る
い
は
他
行
為
可
能
性
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
批
判
を
両
立
不
可
能
論
か
ら
招
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
両
立
可
能
論
は
二
つ
の
応
答
を
用
意
す
る
。
第
一
の
応
答
は
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ァ
ー
ト
の
反
例
を
改
良
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
応
答
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
責
任
の
必
要
条
件

そ
れ
自
体
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
の
応
答
か
ら
見
て
み
よ
う
。

行
為
可
能
性
原
理
令
諺
邑
を
擁
護
す
る
。

論

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
に
対
し
、
両
立
不
可
能
論
は
、
依
然
と
し
て
他
決
意
可
能
性
が
存
在
す
る
と
し
て
、
他

第
四
節
両
立
可
能
論
か
ら
の
反
論

四
二

四
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図２フランクファートの反例

論 説

２
現
実
系
列

も
っ
と
も
、
こ
の
封
鎖
論
に
対
し
て
も
両
立
不
可
能
論
か
ら
批
判
が
あ
る
。
別
の
可
能
性
が
あ
ら
か
じ
め
封
鎖
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

Ｘ
が
Ｙ
を
殺
す
行
為
は
因
果
的
に
決
定
き
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
に
Ｙ
を
殺
し
た
責
任
が
あ
る
と
確
定
的
に
は
い

（
７
）

え
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
㈲
の
『
①
ず
○
○
日
四
つ
ｇ
菖
雪
）
。

お
そ
ら
く
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
を
め
ぐ
っ
て
、
〈
事
例
の
改
良
↓
そ
れ
に
対
す
る
批
判
↓
事
例
の
更
な
る
改
良
↓
そ
れ
に
対

す
る
批
判
↓
…
〉
と
い
う
応
酬
が
、
両
立
可
能
論
と
両
立
不
可
能
論
の
間
で
今
後
も
繰
り
返
き
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
応
酬
を
通
じ
て
、

よ
り
洗
練
さ
れ
た
事
例
が
提
示
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
も
提
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
応
酬
が
終
結
し
な
い
の
は
、
事

例
と
そ
の
事
例
に
関
す
る
直
観
に
依
拠
す
る
議
論
の
限
界
で
あ
る
。

む
し
ろ
両
立
可
能
論
が
進
む
べ
き
方
向
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
道
徳
的
責
任
の
必
要
条
件
そ
れ
自
体

を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
自
身
こ
の
方
向
の
議
論
を
提
示
し
た
し
（
瀧
川
ｇ
ｏ
喫
認
）
、
近
時
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
自
身
も
こ
の
方

詞
四
急
国
恩
乞
謁
函
雪
）
。

向
を
志
向
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
理
解
で
は
、
彼
の
反
例
が
開
示
す
る
の
は
、
「
行
為
者
が
い
か
な
る
行
為
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
で
は

な
く
、
行
為
者
が
実
行
し
た
行
為
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
こ
そ
が
、
根
本
問
題
だ
」
（
卑
目
弄
昏
再
邑
富
ど
ち
）
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
倣
っ
て
、
行
為
の
「
現
実
系
列
（
胃
言
巴
の
の
邑
呂
８
）
」
と
「
他
行
為
系
列
（
鼻
の
冒
豊
ぐ
の

の
①
Ｅ
ｇ
ｎ
①
）
」
の
区
別
を
用
い
て
い
え
ば
、
責
任
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
他
行
為
系
列
が
存
在
し
た
か
否
か
で
は
な
く
、
行
為
の
現
実

系
列
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
行
為
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
か
で
あ
る
（
司
雲
の
二
塞
会
屋
淳
司
雲
閏
目
。

ロ
ッ
ク
の
事
例
に
、
反
壷

に
は
な
っ
て
い
な
い
・
茎

あ
る
（
図
２
．
図
３
参
照
）
。

こ
う
し
た
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
か
ら
反
事
実
的
介
入

者
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。
反
事
実
的
介
入
者
を
除
去
し
て
、
代
わ
り
に
挿
入
さ
れ
る
の

（
６
）

が
封
鎖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
、
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
そ

う
と
決
意
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
回
路
以
外
の
神
経
回
路
を
あ
ら
か
じ
め
封
鎖
す
る
特

殊
装
置
を
、
脳
外
科
医
Ｚ
が
Ｘ
の
脳
に
埋
め
込
ん
で
お
い
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
Ｘ
は

Ｙ
を
殺
そ
う
と
決
意
す
る
以
外
の
決
意
を
な
し
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、
こ
の
特

殊
装
置
が
作
動
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
Ｘ
に
は
責
任
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
他
決
意
可
能
性
が
な
か
っ
た
（
ｚ
諺
逗
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｘ
に
は
責
任
が
あ
る
角
）
と
い
え
る
。

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
封
鎖
論
が
、
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
ロ
ッ
ク
の
事
例
の
趣
旨

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
の
よ
う
に
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
初
め
て
介
入
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ロ
ッ
ク
Ⅱ
ハ
ン
ト
の
事
例

の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
封
鎖
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
事
後
介
入
で
は
な
く
事
前
封
鎖
と
し
て
事
例
を
改
良
す
る
こ

と
で
、
他
決
意
可
能
性
に
基
づ
く
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
反
論
は
、
説
得
力
を
大
き
く
そ
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

を
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
よ
り
も
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
の
事
例
に
、
反
事
実
的
介
入
者
は
登
場
し
な
い
。
男
が
部
屋
を
出
よ
う
と
す
る
と
鍵
が
か
か
っ
て
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
設
定

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
男
は
初
め
か
ら
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
部
屋
の
出
口
は
あ
ら
か
じ
め
封
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で

両
立
不
可
能
論
は
、
他
行
為
系
列
の
存
在
を
責
任
の
必
要
条
件
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
、
〈
Ｘ
が
自
ら

他行為可能‘性は責任の必要条件ではない（瀧川）

現実系列

現実系列

四
五 他行為系列圏

図３ハントの封鎖

...…･･星他行為系列
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有
力
な
両
立
不
可
能
論
者
で
あ
る
ウ
ィ
ダ
カ
ー
も
、
近
時
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
に
よ
っ
て
他
行
為
可
能
原
理
は
否
定
さ
れ
る

こ
と
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
（
雪
昼
⑦
鼻
①
『
ご
霊
菖
誤
）
。
ウ
ィ
ダ
カ
ー
は
、
他
行
為
可
能
性
が
道
徳
的
責
任
の
必
要
条
件
で
は
な
い

こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
行
為
者
が
行
為
の
究
極
の
開
始
者
で
あ
る
こ
と
が
道
徳
的
責
任
の
必
要
条
件
だ
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
道
徳
的

責
任
と
決
定
論
の
両
立
不
可
能
性
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
決
定
論
問
題
を
め
ぐ
る
戦
線
は
、
他
行
為
可
能
性
か
ら
別
の
場
所
へ
と
移
ろ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
別
の
戦
い
を
始
め
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
戦
い
を
総
括
し
て
お
く
こ
と
が
よ
い
だ
ろ
う
。

論 説

な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
〉
と
い
う
直
観
は
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
応
え
る
。
こ
の
直
観
は
一
面
の
真
理
を
含
む
も
の
の
、
そ
れ
は
他
行
為
可
能
性
原
理
が
主
張

す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
〈
他
行
為
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
〉
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
重
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
現
実
に

行
っ
た
行
為
の
意
味
を
確
定
す
る
た
め
の
対
照
項
と
し
て
他
行
為
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
前
提
と
し
て
〈
他
行
為
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
〉

が
要
請
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
他
行
為
可
能
性
に
お
け
る
行
為
は
、
現
実
の
行
為
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
そ
の
た

め
だ
け
に
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
あ
く
ま
で
も
現
実
の
行
為
の
意
味
な
の
で
あ
る
」
（
瀧
川
ぢ
っ
曽
琶
）
。

こ
の
よ
う
な
他
行
為
可
能
性
を
「
意
味
的
他
行
為
可
能
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
自
由
意
志
論
が
主
張
す
る
よ

う
な
「
事
実
的
他
行
為
可
能
性
」
つ
ま
り
、
当
該
状
況
で
事
実
と
し
て
別
の
行
為
を
す
る
可
能
性
と
は
異
な
る
。
事
実
的
他
行
為
可
能
性

が
決
定
論
と
両
立
し
な
い
（
よ
う
に
み
え
る
）
の
に
対
し
へ
意
味
的
他
行
為
可
能
性
は
決
定
論
と
両
立
す
る
。
〈
ほ
か
に
ど
う
し
よ
う
も

な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
〉
と
い
う
直
観
が
依
拠
す
る
の
は
、
こ
の
意
味
的
他
行
為
可
能
性
で
あ
る
。
そ

れ
を
事
実
的
他
行
為
可
能
性
と
混
同
し
た
点
に
、
両
立
不
可
能
論
の
問
題
が
あ
る
。

２
期
待
可
能
性

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
責
任
を
問
う
と
き
に
重
要
な
の
は
、
現
実
に
行
わ
れ
た
行
為
の
意
味
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
行
為

の
意
味
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
規
範
に
違
反
す
る
こ
と
で
示
さ
れ
る
行
為
者
の
意
図
で
あ
る
。

私
た
ち
は
相
互
に
一
定
の
仕
方
で
行
為
す
る
こ
と
を
規
範
的
に
予
期
し
て
お
り
、
そ
の
予
期
に
反
し
て
行
為
す
る
者
に
対
し
て
、
責
任

を
問
う
。
簡
単
に
言
え
ば
、
予
期
Ⅱ
期
待
に
反
す
る
行
為
に
対
し
て
責
任
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
定
の
仕
方
で
行
為
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
為
者
に
対
し
て
は
、
あ
る
い
は
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
期
待
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
な
い
行
為
者
に
対
し

決
意
し
て
Ｙ
を
殺
し
た
〉
（
ａ
）
と
い
う
現
実
系
列
だ
け
が
存
在
し
他
行
為
系
列
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
ｘ
に
責
任
は
な
い
と
い
う

結
論
に
至
る
。
逆
に
、
Ｘ
に
責
任
が
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
な
ん
ら
か
の
他
行
為
系
列
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｘ
が
現
実

に
行
っ
た
行
為
に
対
し
て
な
ん
の
作
用
も
し
て
い
な
い
他
行
為
系
列
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
い
っ
た
い
な
ぜ
Ｘ
の
責
任
に
不
可
欠
だ
と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
責
任
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
そ
の
行
為
が
現
実
に
な
ぜ
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
瀧
川
ぢ
っ
喫
雪
）
。

１
意
味
的
他
行
為
可
能
性

以
上
の
議
論
か
ら
、
私
は
、
他
行
為
可
能
性
原
理
．
（
勺
シ
勺
）
は
擁
護
で
き
な
い
と
考
え
る
。
仮
に
他
行
為
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し

て
も
責
任
は
あ
る
。
そ
の
た
め
、
決
定
論
が
真
な
ら
ば
他
行
為
は
不
可
能
に
な
り
、
人
は
自
分
の
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
を

負
わ
な
い
と
い
う
両
立
不
可
能
論
（
他
行
為
不
可
能
性
論
）
は
成
り
立
た
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
一
般
に
他
行
為
可
能
性
原
理
は
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
〈
ほ
か
に
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
こ
と
や
避
け
ら
れ

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

第
五
節
到
達
点

仮
に
他
行
為
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し

四
七

四
六
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期
待
可
能
性
原
理
に
よ
れ
ば
、
〈
他
行
為
可
能
性
が
な
い
〉
と
は
、
〈
別
の
行
為
を
期
待
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
な
い
〉
こ
と
で
あ
り
、

（
８
）

そ
の
場
合
に
責
任
は
な
い
。
期
待
可
能
性
原
理
自
体
は
、
一
般
に
妥
当
な
原
理
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
て
い
る
。

他
行
為
可
能
性
原
理
の
説
得
力
は
、
期
待
可
能
性
原
理
の
説
得
力
に
寄
生
し
て
い
る
。
他
行
為
可
能
性
原
理
は
、
妥
当
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
他
行
為
可
能
性
原
理
が
期
待
可
能
性
原
理
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
で
、
他
行
為
可
能
性
原
理
は
妥
当
で
あ
る
と
い
う
錯
覚
が

論 説

ウ
ィ
ダ
ヵ
ー
は
、
他
行
為
可
能
性
原
理
弓
諺
邑
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
〈
で
は
、
な
に
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
〉
と
両
立
可
能
論
に

反
問
し
た
（
三
号
涛
関
邑
富
い
ま
）
Ｑ
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
、
確
か
に
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
そ
う
と
自
ら
決
意
し
Ｙ
を
殺
し
た
。
で
は
、

Ｘ
は
な
に
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
。
仮
に
Ｙ
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
も
、
Ｚ
の
特
殊
装
置
が
作
動
し
て
、
Ｙ
を
殺
そ
う
と
い

う
意
志
が
Ｘ
に
生
じ
て
Ｙ
を
殺
し
た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
す
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
さ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
Ｘ
に
Ｙ
を
殺
し
た
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
は
な

い
か
。ウ

ィ
ダ
ヵ
ー
は
、
こ
の
議
論
が
両
立
可
能
論
に
対
す
る
強
力
な
反
論
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で

Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
な
い
以
上
、
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
行
為
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｘ
は
他
に
な
に
を
す
べ
き
だ
っ
た
と
、
両
立
可
能
論
は
い
う
の
か
。

こ
の
ゥ
イ
ダ
ヵ
ー
の
問
い
に
対
す
る
私
の
解
答
を
述
べ
よ
う
。
「
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
。
こ
の
解
答
に
対
し
て
は
、
不

満
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例

可
能
性
原
理
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
（
ミ
ニ
胃
の
ご
震
薗
霊
）
。

期
待
可
能
性
原
理
（
も
両
）
は
他
行
為
可
能
性
原
理
弓
シ
勺
）
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
期
待
可
能
性
原
理
自
体
は
、
行
為
の

意
味
に
着
目
す
る
責
任
理
論
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
他
行
為
系
列
の
有
無
で
は
な
く
、
現
実
系
列
の
有
り
様
に
着
目

す
る
両
立
可
能
論
か
ら
、
期
待
可
能
性
原
理
は
導
か
れ
る
。
つ
ま
り
両
立
可
能
論
は
、
他
行
為
可
能
性
原
理
を
否
定
し
な
が
ら
、
期
待
可

能
性
原
理
を
産
出
す
る
こ
と
で
、
他
行
為
可
能
性
原
理
の
擬
似
的
説
得
力
の
由
来
を
も
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

３
な
に
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か

刑
法
理
論
の
期
待
可
能
性
に
関
連
し
て
有
名
な
「
暴
れ
馬
事
件
」
で
は
、
暴
れ
馬
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
馬
車
を
御
す
る

の
を
断
る
と
仕
事
を
首
に
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
馬
車
を
御
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
馬
が
暴
れ
て
人
を
傷
つ
け
た
。
こ
の
事
件
で
ド

イ
ツ
の
裁
判
所
は
無
罪
を
言
い
渡
し
た
．
そ
の
理
由
は
、
他
行
為
可
能
性
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
期
待
可
能
性
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
人
に
強
制
さ
れ
た
場
合
や
状
況
に
強
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
ほ
か
に
ど
う
し
よ
う
も
な

か
っ
た
が
ゆ
え
に
責
任
が
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
事
例
は
他
行
為
可
能
性
原
理
に
直
感
的
説
得
力
を
供
給

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
事
例
が
示
す
の
は
、
期
待
可
能
性
原
理
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
行
為

生
じ
る
。

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

四
八

て
は
、
責
任
は
問
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
刑
法
理
論
で
、
期
待
可
能
性
と
呼
ば
れ
る
原
理
で
あ
る
。
適
法
行
為

が
欠
如
す
る
と
き
に
は
、
刑
事
責
任
は
問
わ
れ
な
い
（
通
説
に
よ
れ
ば
、
責
任
阻
却
事
由
に
該
当
す
る
）
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
「
期
待
可
能
性
原
理
」
が
導
か
れ
る
。

〈
で
、
〉
計
彦
の
勺
嵐
ロ
○
５
－
①
○
冷
両
×
ロ
の
。
冨
豆
一
詳
冒

人
が
自
分
の
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
方
で
行
為
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
合
理
的

で
あ
る
と
き
の
み
で
あ
る

四
九

の
期
待
可
能
性
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４
理
由
能
力

華
嗣 説

（
皿
）

は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
「
可
能
」
の
意
味
で
あ
る
。
両
立
不
可
能
論
は
、
可
能
と
は
他
行
為
可
能
性
の
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
、
他
行
為
が

可
能
で
な
い
な
ら
ば
当
為
は
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
応
答
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
の
応
答
は
、
「
当
為
は

可
能
を
含
意
す
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
自
体
を
否
定
す
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
の
道
を
辿
る
（
国
の
言
二
毛
雲
］
墨
）
。
つ
ま

り
、
「
当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
両
立
不
可
能
論
に
反
論
す
る
。
第
二
の
応
答
は
、
こ
の
テ
ー

ゼ
自
体
は
否
定
せ
ず
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
「
可
能
」
と
は
他
行
為
可
能
性
の
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
。
仮
に
「
当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
」

と
し
て
も
、
そ
の
可
能
と
は
他
行
為
可
能
性
と
は
異
な
る
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
他
行
為
が
可
能
で
な
い
と
し
て
も
、
当
為

は
存
在
す
る
。
私
は
こ
の
第
二
の
応
答
を
採
用
す
る
。

当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
責
任
は
自
由
を
含
意
す
る
。
自
由
で
な
け
れ
ば
責
任
は
な
い
。
自
由
は
責
任
の
必
要

条
件
で
あ
る
。
責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る
自
由
が
他
行
為
可
能
性
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
な
の
か
。
・
こ
れ
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
っ

た
。
私
の
理
解
で
は
、
責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る
自
由
と
は
、
意
味
的
他
行
為
可
能
性
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
「
理
由
能
力
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
理
由
を
理
解
し
て
そ
の
理
由
に
従
っ
て
行
為
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
、
責
任
に
必
要
な
自
由
で
あ
る
（
瀧
川
画
宕
雪

］
９
１
匡
画
）
。
「
当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
可
能
と
は
理
由
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。

１

責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る
自
由
と
は
、
他
行
為
可
能
性
で
は
な
く
理
由
能
力
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
の
主
張
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
．
『１

理
由
能
力
と
は
何
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
成
田
和
信
も
近
時
、
「
責
任
に
必
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
は
「
合
理
的
〈
実
践
〉
能
寿

力
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
成
田
邑
宝
菖
望
‐
画
雪
）
。
成
田
は
合
理
的
〈
実
践
〉
能
力
を
解
明
す
る
た
め
に
、
Ｍ
・
ス
ミ
ス
配雑

（
富
旨
冨
の
一
の
旦
昏
）
の
「
傾
向
性
（
日
の
ロ
ｏ
の
昼
。
回
）
」
ア
プ
ロ
ー
チ
を
利
用
す
る
（
の
冒
弓
曽
富
）
。
能
力
の
傾
向
性
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
能
怯

そ
う
で
は
な
い
。
確
か
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
は
、
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
を
な
し
え
な
か
っ
た
〉
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
〉
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

第
一
に
、
こ
の
二
つ
の
文
は
世
界
の
異
な
る
層
を
指
し
示
し
て
い
る
。
前
者
は
、
事
実
に
関
す
る
文
で
あ
る
。
事
実
と
し
て
、
〈
Ｘ
は

Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
を
な
し
え
な
か
っ
た
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
、
規
範
に
関
す
る
文
で
あ
る
。
事
実
は
と
も
か
く
、
規
範
と

し
て
、
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
〉
。
つ
ま
り
二
つ
の
文
は
、
事
実
と
規
範
と
い
う
世
界
の
異
な
る
層
を
指
し
示
し
て
い
る
。

い
か
に
辛
い
こ
と
や
嘆
か
わ
し
い
こ
と
が
起
き
よ
う
と
、
残
念
な
が
ら
わ
た
し
た
ち
に
は
、
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
過
去

（
９
）

は
事
実
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
過
去
の
現
実
を
受
容
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
「
そ
れ

は
起
き
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
、
「
そ
う
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
言
う
。
こ
こ
に
規
範
が
あ
ら
わ
れ
る
。
規
範
に
と
っ
て
、
事
実
は

意
味
を
持
た
な
い
。
む
し
ろ
、
規
範
と
は
抗
事
実
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
を
な
し
え
な
か
っ
た
〉
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
〈
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
〉
と
言
い
う
る
。

第
一
一
に
、
当
為
は
他
行
為
可
能
性
を
含
意
し
な
い
。
「
当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
（
○
后
茸
言
昌
①
の
、
目
）
」
と
い
わ
れ
る
。
対
偶
を
と

れ
ば
、
「
可
能
で
な
け
れ
ば
当
為
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
他
行
為
が
可
能
で
な
け
れ
ば
当
為
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
〈
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
が
可
能
で
な
か
っ
た
〉
の
だ
と
す
れ
ば
、
〈
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
〉
と
は
い
え
な
い
と
い
う

つ
全
ま
い
ソ
、
〈

の
で
あ
る
。

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

で
は
、
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
画

と
は
、
全
く
無
意
味
な
の
－

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
「
当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
多
様
な
議
論
が
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の

Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
以
外
の
行
為
は
な
し
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
Ｘ
は
Ｙ
を
殺
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
言
う
こ

全
く
無
意
味
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
解
答
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
が
前
提
と
す
る
こ
と
を
真
剣
に
受
け
止
め

五
一

五
○

(法雑'08）５５－１－５０



画
つ
つ
令
函
］
や
い
）
◎

論 説

マ
マ

持
っ
て
お
り
）
、
し
た
が
っ
て
責
任
が
あ
る
と
主
張
す
る
（
成
田
函
っ
震
邑
霊
）
。
他
方
で
、
成
田
は
い
う
。
「
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
患
者
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
絡
む
事
柄
に
関
し
て
合
理
的
〈
実
践
〉
能
力
を
失
っ
て
い
る
」
（
成
田
雪
宝
薗
］
］
）
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
自
発
的
麻
薬

常
習
者
も
、
麻
薬
常
習
者
で
あ
る
以
上
、
麻
薬
に
絡
む
事
柄
に
関
し
て
合
理
的
能
力
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
自
発
的
麻
薬
常
習
者

は
、
成
田
の
い
う
合
理
的
〈
実
践
〉
能
力
を
有
し
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
ど
ち
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

む
．
し
ろ
、
理
由
能
力
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
ラ
ヴ
ィ
ッ
ッ
ァ
が
提
示
す
る
「
穏
当
な
理
由
反
応
性
（
冒
呂
の
国
話

蔚
四
の
○
国
の
‐
『
①
の
ロ
ｏ
固
く
ｇ
①
の
の
）
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
（
瀧
川
四
三
雷
］
］
』
）
。
穏
当
な
理
由
反
応
性
は
、
次
の

場
合
に
成
り
立
つ
（
国
の
言
尉
四
目
蚕
く
旨
恩
己
謁
函
呂
．
い
）
。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
の
傾
向
性
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
ブ
ァ
ー
ト
が
挙
げ
る
自
発
的
麻
薬
常
習
者
を
適
切
に
扱
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
Ｃ
Ｏ
宮
口
目
且
国
豊
島
①
匡
邑
弓
）
。

「
自
発
的
麻
薬
常
習
者
（
言
臣
括
且
ｇ
ｇ
）
」
（
卑
目
丙
昏
再
］
雪
置
屋
）
は
、
自
発
的
に
麻
薬
を
使
用
す
る
の
で
、
麻
薬
使
用
に
対
し

て
責
任
が
迩
竿
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仮
に
自
発
的
麻
薬
常
習
者
が
麻
薬
を
使
用
し
な
い
で
お
こ
う
と
し
て
も
、
禁
断
症
状
ゆ
え
に
麻
薬

を
使
用
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
、
他
行
為
可
能
性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
一
種
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
、
他
行
為
可

能
性
原
理
に
対
す
る
批
判
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
、
傾
向
性
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
批
判
と

し
て
も
機
能
す
る
。
能
力
の
傾
向
性
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
す
れ
ば
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
麻
薬
を
使
用
す
る
べ
き
で
な
い
と
合
理
的
に
判

断
し
て
も
麻
薬
を
使
用
し
て
し
ま
う
た
め
、
合
理
的
能
力
が
な
い
と
判
定
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
に
は
責
任

が
あ
る
。
こ
こ
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
合
理
的
能
力
こ
そ
が
責
任
の
条
件
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
傾
向
性
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
合
理
的
能
力
が
あ
り
責
任
が
あ
る
と
す
る
か
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
は
合
理
的
能
力
が
な
く
責
任
が
な
い
と
す
る

か
、
い
ず
れ
か
の
選
択
肢
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

力
を
、
．
定
の
状
況
に
置
か
れ
れ
ば
、
一
定
の
振
る
舞
い
を
す
る
」
と
い
う
条
件
文
の
集
合
と
し
て
理
解
す
る
。
結
論
と
し
て
成
田
は
、

「
合
理
的
〈
実
践
〉
能
力
」
を
次
の
よ
う
に
捉
え
る
。
「
そ
れ
は
、
弓
あ
る
行
為
を
行
う
べ
き
だ
」
と
い
う
合
理
性
判
断
を
く
だ
せ
ば
、

「
そ
の
行
為
を
行
お
う
」
と
い
う
意
志
が
生
ず
る
』
と
い
う
形
の
条
件
文
で
表
さ
れ
る
よ
う
な
デ
ィ
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
」
（
成
田

簡
単
に
言
え
ば
、
「
あ
な
た
が
な
す
べ
き
な
の
は
む
し
ろ
別
の
行
為
で
は
な
い
の
か
？
」
と
い
う
第
三
者
か
ら
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、

行
為
者
が
そ
れ
に
応
え
て
別
様
に
行
為
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
場
合
に
、
穏
当
な
理
由
反
応
性
は
成
立
す
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
す

れ
ば
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
が
責
任
を
負
う
か
否
か
は
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
の
心
理
過
程
が
穏
当
な
理
由
反
応
性
（
冨
吊
閃
）
を
有
す

る
か
否
か
に
よ
る
。
仮
に
自
発
的
麻
薬
常
習
者
が
、
麻
薬
を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
理
由
に
応
じ
て
行
為
す
る
可
能
性
が
な
い
の

自
発
的
麻
薬
常
習
者
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
成
田
は
揺
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
型
事
例
に
つ
い

て
、
合
理
的
判
断
に
応
じ
て
意
志
は
変
化
し
な
い
け
れ
ど
も
、
責
任
に
必
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
さ
れ
て
お
り
（
つ
ま
り
理
由
能
力
を

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

〈
三
カ
ヵ
〉
冨
○
口
角
異
の
閃
の
四
の
○
国
の
１
両
の
の
ロ
。
匡
望
ぐ
①
国
①
の
の

行
為
者
の
「
心
理
過
程
（
日
の
呂
四
日
の
目
）
」
を
所
与
と
し
て
、
別
様
に
行
為
す
る
理
由
が
提
示
さ
れ
る
と
、
そ
の
心
理
過
程
が
理
由

に
反
応
し
て
別
様
に
行
為
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
場
合
に
は
、
弱
い
理
由
反
応
性
が
成
り
立
つ
。
弱
い
理
由
反
応
性
が
成
り
立
っ
て

い
る
場
合
で
、
特
に
心
理
過
程
に
提
示
さ
れ
る
理
由
が
第
三
者
に
と
っ
て
も
了
解
可
能
な
理
由
で
あ
る
場
合
に
、
穏
当
な
理
由
反
応

性
が
成
り
立
つ
。

、

五 五
一

一
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（
１
）
私
は
、
既
に
こ
の
主
題
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
東
京
大
学
に
提
出
し
た
い
わ
ゆ
る
助
手
論
文
「
応
答
と
し
て
の
責
任
と
法
」

が
、
こ
の
主
題
を
論
じ
た
端
緒
で
あ
る
。
そ
の
助
手
論
文
の
関
連
箇
所
に
大
幅
な
加
筆
・
補
正
を
加
え
て
一
九
九
九
年
に
公
表
し
た
の
が
、
『
法

学
協
会
雑
誌
』
第
一
一
六
巻
一
一
号
に
掲
載
し
た
「
責
任
の
意
味
と
制
度
（
一
一
）
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
加
筆
・
補
正
を
加
え
て
一
一
○
○
三
年

に
公
刊
し
た
の
が
、
『
責
任
の
意
味
と
制
度
』
（
瀧
川
邑
冨
）
の
第
三
章
で
あ
る
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
こ
で
提
示
し
た
自
説
を
変
更
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
は
、
従
来
公
表
し
た
著
書
・
論
文
に
は
含
ま
れ
な
い
新
た
な
議
論
を
中
心
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
他
行
為
不
可
能
性
論
が
前
提
に
し
て
い
る
の
は
、
フ
ォ
ー
ク
型
の
時
間
観
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
過
去
は
一
義
的
に
確
定

し
て
閉
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
未
来
は
多
様
な
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
時
間
観
が
前
提
に
あ
る
。
他
行
為
不
可
能
性
論
が
批
判
す
る
の

は
、
未
来
も
過
去
と
同
様
に
一
義
的
に
確
定
し
て
い
る
と
す
る
ナ
イ
フ
型
の
時
間
観
で
あ
る
。

（
３
）
ロ
ｚ
シ
勺
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
瀧
川
ぢ
っ
要
臼
‐
宅
．

（
４
）
こ
う
し
た
様
々
な
論
点
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
参
照
、
司
雲
①
二
毛
Ｐ
乏
匙
の
鼻
閏
目
。
冨
呉
の
目
四
ｍ
ｇ
い
に
収
録
さ
れ
た
旨
再
ｏ
ｇ
ｓ
ｇ
．

（
５
）
メ
レ
と
ロ
ー
ブ
の
事
例
の
紹
介
と
検
討
に
つ
い
て
、
参
照
、
成
田
邑
宝
菖
冨

（
６
）
ハ
ン
ト
は
、
封
鎖
の
事
例
を
３
種
類
提
示
し
て
い
る
（
四
目
こ
つ
宕
率
函
三
。
こ
こ
で
は
、
ハ
ン
ト
の
挙
げ
る
事
例
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
示
す
。

論 説

自
由
と
は
何
か
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
「
他
行
為
可
能
性
」
と
応
え
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
正
し
い
答
え
は
、
「
理
由
能
力
」
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち

》
に
残
き
れ
た
問
題
は
、
理
由
能
力
を
さ
ら
に
厳
密
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
責
任
能
力
の
研
究
で
あ
る
。

で
あ
れ
ば
、
自
発
的
麻
薬
常
習
者
に
は
麻
薬
使
用
に
対
す
る
責
任
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
ト
の
反
例
で
は
、

そ
の
過
程
の
外
部
で
あ
る
Ｚ
に
よ
る
介
入
で
、
理
由
に
反
応
し
な
い
よ
う
に
見
え
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
行
為
者
の
心
理
過
程
は
穏
当
な

（
皿
）

理
由
反
応
性
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
Ｘ
に
は
責
任
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
の
出
発
点
に
戻
ろ
う
。
自
由
で
な
け
れ
ば
責
任
は
な
い
。
自
由
は
責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
で
は
、
責
任
の
必
要
条
件
で
あ
る

団
匡
の
の
．
の
四
国
戸
画
呂
伊
①
の
○
ぐ
①
『
８
口
（
邑
呂
）
ｐ
）
国
ざ
昌
吻
＆
診
ぬ
ｇ
、
胃
雰
の
亀
切
目
尋
①
目
①
の
量
言
起
胃
ｑ
‐
卑
画
具
昏
貝
目
言
冨
弓
卑
の
の
の
．

（
Ｕ
○
ヶ
の
Ｐ
ｐ
画
昌
の
一
・
画
ロ
ロ
弓
○
ず
琶
困
四
国
ロ
唾
の
丘
（
ｇ
ｏ
ご
倉
司
旨
重
冨
胴
司
国
ご
尽
匡
貝
遷
殉
可
邑
○
の
○
画
画
面
巴
の
言
＆
厨
』
誤
》
四
霊
Ｉ
哩
司
心
．

国
の
彦
曾
］
○
言
冨
胃
言
（
ご
誤
）
廷
○
国
一
用
①
ｇ
ｏ
画
豊
曇
質
〔
〉
。
旨
の
一
一
ご
己
ぐ
①
昼
ご
尋
の
の
の
．

国
呂
ｇ
］
○
言
冨
胃
言
（
乞
置
）
里
①
童
両
国
画
ご
風
ｇ
ａ
卑
而
の
三
弄
聾
画
雰
の
亀
ｇ
ｐ
）
冒
貫
二
四
月
雪
『
の
一
｝
・

国
筈
ｇ
】
ｏ
言
三
胃
冒
（
乞
詔
）
・
一
両
の
。
①
昌
雲
○
房
目
三
○
邑
詞
①
の
ロ
○
ご
望
三
ご
》
一
・
国
罫
－
９
匡
曾
畠
‐
届
＠
．

国
筈
関
．
］
○
言
三
四
畳
ロ
（
呂
呂
）
《
曇
卑
目
庫
胃
宇
の
ご
』
の
○
○
日
ロ
豊
三
国
具
》
国
匡
の
の
四
己
○
ぐ
の
風
○
口
（
巴
の
．
）
（
呂
呂
）
函
］
ｌ
淫
．

璽
筈
員
］
ｏ
言
冨
胃
言
（
ｇ
宗
）
』
ご
尋
ご
恥
雰
の
亀
“
ｇ
ミ
ｇ
鰹
記
の
砦
目
亀
匙
一
貫
○
墓
〕
ａ
ご
己
ぐ
の
国
ｇ
辱
の
の
い

園
の
言
屍
］
ｏ
言
巨
胃
塵
員
四
巨
富
胃
穴
”
画
く
尉
困
．
の
．
］
．
（
］
毛
、
）
詞
⑦
砦
目
亀
望
一
ご
自
旦
角
昌
貫
弄
』
月
毎
の
○
畳
具
三
○
国
一
詞
①
ｇ
ｇ
恩
営
胃
弱
○
目
〕
言
己
函
の

国
昌
ぐ
の
邑
弓
淳
の
の
の
．

参
照
文
献

団
扇
の
．
の
胃
巴

Ｔ注
、－〆

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

れ
て
い
る
（
国
言
日
の
目
目
岩
冨
函
窪
、
）
。

（
８
）
実
は
、
両
立
不
可
能
論
者
で
あ
る
ウ
ィ
ダ
カ
ー
自
身
、
他
行
為
可
能
性
原
理
を
一
種
の
期
待
可
能
性
原
理
と
し
て
解
釈
す
る
方
向
の
議
論
を
展

開
し
て
い
る
。
そ
の
原
理
（
垣
団
）
に
よ
れ
ば
、
「
あ
る
人
が
Ａ
す
る
こ
と
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
が
あ
る
の
は
、
Ａ
す
る
際
に
道
徳
的
に
間

違
っ
た
仕
方
で
行
為
し
、
当
該
状
況
下
で
Ａ
し
な
か
っ
た
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
道
徳
的
に
合
理
的
だ
っ
た
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
場
合
に

限
る
」
（
三
号
島
国
呂
冨
函
霊
）
。

（
９
）
こ
の
文
脈
で
は
、
大
森
荘
蔵
の
よ
う
に
過
去
を
過
去
物
語
り
と
し
て
捉
え
よ
う
と
も
、
以
下
の
議
論
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
皿
）
当
為
は
可
能
を
含
意
す
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
正
当
化
す
る
諸
論
拠
の
検
討
と
、
カ
ン
ト
が
実
際
こ
の
テ
ー
ゼ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か

に
つ
い
て
、
参
照
、
聾
の
目
ｇ
震
．

（
Ⅱ
）
自
発
的
麻
薬
常
習
者
と
、
非
自
発
的
麻
薬
常
習
者
の
対
比
に
つ
い
て
、
参
照
、
瀧
川
ｇ
ｏ
賢
電
．

（
皿
）
も
ち
ろ
ん
、
何
が
心
理
過
程
の
内
部
で
あ
り
何
が
外
部
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
る
（
成
田
ｇ
宝
菖
ざ
）
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
フ
ィ
ッ

さ
ン
ヤ
ー
と
ラ
ヴ
ィ
ッ
ッ
ァ
は
、
心
理
過
程
の
形
成
過
程
に
着
目
し
て
解
決
を
図
ろ
う
と
試
み
て
い
る
（
璽
呂
ｇ
ｇ
ｇ
詞
胃
言
四
乞
謁
恥
呂
．
『
・
呂

（
７
）
こ
の
両
立
不
可
能
論
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
も
、
Ｘ
が
Ｙ
を
殺
す
行
為
は
因
果
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
反
論
が
既
に
な
さ

函
）
。

五
五

五
四
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』
、
い
’
』
『
い

論 説

言
巴
盲
８
両
］
畠
（
』
宅
ら
用
の
ｇ
§
恩
賃
醒
ご
§
ａ
ｓ
の
三
○
国
一
の
の
員
言
ｇ
扇
国
胃
ぐ
ゅ
ａ
自
己
く
閏
の
ご
牢
の
の
の
．

雲
異
の
ｏ
Ｐ
の
胃
］
（
①
ｇ
）
（
い
つ
つ
四
）
吊
守
の
⑦
冨
農
、
⑦
Ｃ
Ｏ
ロ
ロ
両
○
屋
○
口
．
○
箆
日
○
国
且
く
国
の
一
ご
勺
吋
①
の
の
．

言
匡
の
鼻
ｇ
己
四
三
１
（
岳
誤
）
倉
匡
ウ
①
風
日
旨
昌
の
白
目
Ｑ
句
国
昌
昏
風
一
の
諺
計
菌
呉
９
９
の
卑
冒
ｏ
亘
の
具
シ
岸
の
昌
呂
ぐ
の
勺
○
の
の
宣
一
屋
の
の
毒
冨
廻
昌
○
の
○
画
富
里

詞
の
ぐ
討
弓
〕
つ
得
画
心
『
ｌ
い
日
．
両
①
ロ
ユ
ロ
庁
①
。
言
二
言
胃
の
○
口
（
①
ｇ
）
（
画
つ
ｏ
望
”
ミ
ヨ
１
〕
函
①
．

の
庁
閏
Ｐ
罰
○
ず
の
風
（
画
つ
つ
吟
）
負
ロ
ｏ
の
の
。
○
ロ
、
宮
一
言
〕
ｐ
ご
《
○
四
ロ
ー
心
シ
ロ
ロ
ロ
己
汽
画
貝
目
冨
国
弄
岸
己
。
①
の
や
ご
［
毎
建
国
の
』
③
●
岸
心
画
Ｉ
臼
．

の
胃
○
且
．
の
胃
筈
．
四
呂
○
豆
の
言
の
弓
四
ｇ
ｏ
一
の
兵
巴
の
●
）
（
曽
呂
）
言
函
言
の
の
の
ａ
三
宮
画
昌
醇
“
＆
国
富
司
菖
ｇ
農
貫
○
昼
〕
昼
ご
己
ぐ
①
量
ご
牢
①
の
の
．

ぐ
目
ぎ
ぎ
農
①
ロ
．
勺
ｇ
閏
（
］
雪
函
）
。
．
シ
ウ
言
望
四
呂
困
の
の
己
目
の
ご
登
弓
・
雪
．
型
】
号
の
§
言
ｇ
』
罰
①
国
の
尋
雪
”
ｇ
］
‐
圏
《
・
丙
８
１
貝
＆
冒
璽
の
言
尉
（
の
。
●
）
（
］
麗
穿

勺
曾
①
ご
Ｃ
Ｏ
員
房
口
角
丙
（
四
つ
つ
つ
）
冨
諺
一
扇
９
画

の
日
岸
彦
彦
屋
の
彦
四
の
一
（
画
○
つ
望
冨
罰
画
威
○
口
昌
一

自
画
ロ
ロ
。
』
輿
（
の
色
の
．
）
（
画
Ｃ
つ
い
）
亜
弓
ｌ
幽
函
．

句
国
呉
昏
具
函
胃
昌
の
．
（
ご
己
）
・
重
卑
①
巴
○
ョ
。
津
ロ
の
三
三
四
呂
言
の
○
○
口
８
胃
○
言
も
の
『
の
○
頁
．
皇
］
①
甘
昌
冒
里
○
亀
室
○
の
。
画
ご
霊
ふ
ｌ
雷
．
詞
の
胃
言
＆

冒
司
『
四
国
丙
命
巨
再
（
〕
①
画
聖
叩
』
〕
１
画
、
、

両
国
邑
尽
胃
戸
国
胃
『
望
の
．
（
届
、
、
）
笥
寄
⑦
博
画
、
。
『
国
国
、
の
。
｛
弓
琴
貿
雪
の
〔
〉
質
の
壁
弓
ｏ
員
叱
弔
望
昌
ｇ
ｏ
画
奇
岩
患
堅
固
９
画
迄
“
一
○
回
目
ご
Ｈ
己
顕
の
ご
畠
く
関
の
一
噂
勺
『
の
の
の
．

の
冒
黒
Ｏ
胃
｝
（
ご
霊
）
＆
冒
口
の
諒
巨
の
①
呉
呂
の
卑
冒
ｏ
亘
①
。
埼
少
一
篇
目
塁
く
の
勺
○
の
の
号
屋
号
の
恥
三
画
望
月
ロ
ｏ
ロ
ー
〔
ヨ
ロ
ロ
句
３
国
迂
昌
計
一
の
シ
愚
匡
冒
の
具

○
○
口
く
旨
ｇ
ｐ
ｍ
●
喜
弔
望
昌
○
ｍ
・
画
昏
吾
潔
堅
吊
器
寓
“
ロ
の
向
唾
く
⑦
の
〕
つ
邸
令
つ
い
ｌ
令
〕
『
．

函
匡
具
己
画
く
昼
勺
．
（
四
つ
ｇ
）
一
三
○
邑
困
の
の
己
目
の
ご
農
ご
画
呂
ご
愚
ぐ
○
画
号
一
の
シ
＆
○
頁
．
型
昌
）
８
画
冨
邑
の
旨
へ
許
の
雪
”
岳
、
１
画
胃

宮
座
の
．
シ
岸
①
。
戸
目
ロ
ロ
豊
己
罰
◎
す
の
（
尼
室
・
陰
困
の
の
。
昌
眉
卑
目
江
員
昂
弓
一
の
の
８
息
号
の
・
・
・
型
昌
ｏ
８
ｇ
冨
一
罰
①
一
計
ご
〕
ミ
邸
雪
‐
匡
画
．

富
の
一
の
．
シ
痔
の
ロ
詞
．
凹
己
ご
画
く
昼
詞
○
ず
の
（
ｇ
ｇ
）
・
国
富
富
農
国
の
お
国
且
の
①
①
の
望
扇
皿
弓
言
冨
の
薗
己
ど
の
宮
。
【
両
国
ロ
罫
胃
房
ご
｝
の
○
四
の
①
の
壱
・
．
冒
雲
昼
の
号
関

四
呂
冨
、
肉
⑦
目
四
（
①
房
．
）
（
画
宕
唖
）
皇
署
‐
』
鵠
．

Ｆ
○
烏
①
．
］
ｏ
言
（
〕
宅
。
［
］
雪
印
］
）
韓
国
．
雰
の
亀
８
胃
の
昌
冒
函
題
目
］
９
ｓ
号
畠
酎
員
言
い
の
会
＆
重
言
目
冒
再
。
昌
昌
ｇ
ご
勺
①
篇
『
函
．
ｚ
箆
昌
画
呂
．
○
昼
〕
ａ

四
つ
］
１
四
四
ｍ
・

浅
田
和
茂
Ｓ

瀧
川
裕
英
念
｜

中
島
義
道
合
一

成
田
和
信
ｓ

山
口
厚
Ｇ

雪
昼
の
房
閏
・
口
固
く
巨
四
己
言
ｏ
宮
の
一
三
。
【
の
目
四
（
ｇ
畠
）
三
ｓ
望
罰
①
ｇ
目
亀
ご
霞
ｑ
四
目
エ
言
９
塁
ぐ
の
埠
）
里
冨
昼
、
の
恥
雰
の
亀
ｍ
ｇ
ｓ
の
陣
ｇ
ｏ
『
国
画
８
９

詮
』
冨
汽
画
画
嘩
く
の
雨
ぺ
）
留
昏
壁
蔵
の
卯
ン
の
ロ
胴
胃
①
、

国
言
日
の
目
〕
ｇ
・
三
門
言
①
』
（
呂
呂
）
・
弓
言
冨
日
巴
の
億
国
感
８
月
の
。
｛
シ
言
目
胃
の
勺
○
の
の
宣
言
８
》
・
冒
言
昼
⑦
暑
の
吋
四
巨
富
。
【
の
自
画
（
の
房
．
）
（
呂
呂
）
》

雪
箆
①
涛
閏
．
．
ｐ
煙
く
昼
（
ｇ
畠
）
重
里
臼
口
の
き
○
鼻
宮
冒
の
の
の
ｇ
Ｑ
司
国
冒
江
員
芹
一
の
シ
愚
巨
日
の
具
諺
碩
巴
目
寓
言
①
も
ユ
ロ
ｇ
己
一
の
。
｛
シ
岸
の
９
画
画
く
①
勺
○
の
の
ぎ
匿
陸
①
の
壱
喜
冒

言
昼
の
島
国
四
己
冨
、
屍
の
口
目
（
①
房
・
）
（
呂
呂
）
》
認
１
国
．

弓
三
の
鼻
ｇ
旨
く
昼
（
画
宕
①
）
重
ウ
曾
胃
言
一
の
日
四
己
苦
の
弔
巨
ｏ
ｍ
ｏ
己
冨
邑
の
億
国
蔵
８
月
①
○
【
両
国
二
言
風
の
。
ｇ
旦
○
の
・
・
・
里
】
の
ぎ
属
目
亀
○
亀
室
○
の
Ｓ
ミ

司
国
冒
弄
罫
肖
戸
国
胃
吋
望
の
．
（
届
①
①
）
倉
諺

旨
司
Ｈ
四
口
丙
冷
匡
鼻
（
］
の
、
函
育
］
Ｉ
』
ｏ
、

他行為可能性は責任の必要条件ではない（瀧川）

ご
己
ぐ
の
厨
詳
望
も
昂
の
の
．

〕
つ
い
ｏ
心
恥
］
①
い
Ｉ
］
函
式

（
画
つ
つ
、
）

（
四
つ
つ
い
）

（
い
つ
つ
⑤
）

（
画
つ
つ
↑
）

（
い
つ
つ
『
）

「
責
任
論
」
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
Ｚ
。
．
届
浅
菌
、
‐
宅
．

「
責
任
の
意
味
と
制
度
ｌ
負
担
か
ら
応
答
へ
員
勤
草
書
房

『
後
悔
と
自
責
の
哲
学
」
、
河
出
書
房
新
社
．

「
責
任
と
自
由
』
、
勤
草
書
一
房
．

「
刑
法
総
論
第
２
版
』
、
有
斐
閣
．
．

冨
諺
一
扇
目
“
ご
く
の
勺
。
の
の
一
宮
一
屋
の
の
四
国
ｇ
ｏ
画
匡
の
巴
霞
の
ざ
ユ
⑦
の
●
ご
弔
琴
壁
○
の
○
画
ご
吾
認
邑
勲
肖
鰯
画
の
。
唾
ぐ
の
の
］
今
］
岳
１
房
割
、

冨
罰
農
ｇ
巴
○
ｇ
胃
匿
の
の
．
日
函
西
○
言
８
口
一
の
９
ｍ
ｇ
呂
詞
の
。
江
①
の
の
ロ
①
の
の
．
言
９
百
の
の
の
『
画
且
Ｏ
Ｃ
Ｂ
己
昌
の
一
○
貝
．
旨
の
再
○
巨
画
且

五
六

倉
」
ど
篇
目
具
の
宅
○
里
三
蔵
の
の
目
旦
冨
○
邑
両
の
の
己
○
塁
ず
屋
ご
●
．
．
皇
〕
①
舌
屋
昌
里
旦
璽
号
の
ｇ
ご
謡
い

五
七

、
四
四
１
ｍ
い
ぬ
宛
の
己
邑
冒
篇
ロ
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